
 

   湊地区 にお ける給水施設 未整 備地区の早期 解消 に関す 

   る決議 

 

平成 24 年５月まで に８回開催さ れた 市民との意見 交換 会では、湊 

地区住民より 、水 資源の確保に 関す る不安・要望 等多 くの意見が寄 

せられてきた 。市 議会では、こ の問 題は緊急的に 対応 すべき地域課 

題であるとの 考え が集約され、 課題 解決に向けた 方向 性を議会が示 

せるよう調査 ・研 究等を行う組 織と して、湊地区 水資 源問題に係る 

検討委員会（ 以下 「検討委員会 」と いう。）が設 置さ れたものであ 

る。 

検討委員会では、 湊地区住民と の意 見交換や給水 施設 未整備地区 

の現地調査等 を通 して、地区の 現状 把握に努める とと もに、市の取 

り組み経過に つい て聴取してき たと ころであり、 給水 施設未整備地 

区の水資源確 保に 係る深刻な状 況へ の認識を深め ると ともに、課題 

解決に向けて 論点 となる事項に つい て委員間討議 を行 うなど議論を 

進めてきた。 また 、協議経過に つい ては、市民と の意 見交換会の場 

を活用し、湊 地区 住民をはじめ とし た市民に報告 する とともに、意 

見を伺いなが ら、 課題解決に向 けた 方向性につい て整 理をしてきた 。 

 去る５月 30 日に は、議長へ最 終報 告がなされる とと もに、６月５ 

日には、議員 全員 協議会におい て説 明が行われた とこ ろである。 

 最終報告で は、 給水施設未整 備地 区の問題解決 に向 けて、第１に 、 

水源確保のあ り方 、第２に、水 資源 確保に係る行 政の 役割を論点と 

し、その協議 の経 過と結果につ いて 報告がされて いる 。 

 水源確保に つい ては、課題解 決の 方向性として 、猪 苗代湖の新た 



 

な水利権の取 得に ついて及び、 地区 単位を基本と した 水源開発につ 

いて、その有 効性 に係る検討が され ている。 

まず、新たな水利 権の取得につ いて は、水源とい う点 においては 

申し分ないも ので あるが、既得 権利 者との協議調 整の 上、同意を得 

る必要があり 、利 水団体の１つ であ る東京電力の 上流 からの取水と 

なれば、減電 補償 の必要性も生 じて くる。また、 水利 権申請に向け 

た事業計画の 策定 、当該事業を 遂行 するために必 要な 施設整備、財 

政的な裏づけ 等水 利使用の確実 性を 担保する必要 があ るなど、手続 

きに時間を要 する ことが予想さ れる こと、さらに は、 実際に水源確 

保のため、東 京電 力と水利権に 係る 協議・調整を 行っ ていた他市の 

事例なども踏 まえ れば、給水施 設未 整備地区の住 民の 思いに、早期 

に応えること が難 しい手法であ ると の考えを集約 して いる。 

一方、地区単位を 基本とした水 源開 発は、給水施 設未 整備地区の 

課題への早期 対応 が図られる可 能性 があることを 認識 しつつも、そ 

の手法が地区 住民 を主体とした 市補 助金の活用に 概ね 限られており 、 

十分な活用も 図ら れていない現 状に ある。確実性 の乏 しい水源開発 

に、住民みず から 取り組むこと は、 多額の住民負 担が 生じる可能性 

も否定できず 、課 題解決に向け ては 、地区の現状 に即 した手法が検 

討され、実施 され る必要がある とし ている。 

次に、水資源確保 に係る市の役 割に ついては、各 地区 では、水源 

確保をはじめ 、設 備投資資金、 高齢 化や人口減少 に伴 う設備の維持 

管理など、多 様な 問題を抱えて おり 、画一的な手 法で 解決できるも 

のではない。 さら には、市補助 金は 十分に活用さ れて おらず、給水 

施設整備の見 通し が立たない地 域の 窮状を訴える 声が 後を絶たない 



 

状況にある。 この ような中で、 地域 住民の福祉向 上を 使命とする行 

政は、その使 命を 果たすことが 求め られており、 第１ に、市が地区 

の現状を把握 し、 整備に係る手 法、 費用、期間な ど課 題解決に向け 

たさまざまな 論点 情報、見通し など を地区住民に 示し た上で、地区 

の合意形成を 促す こと、第２に 、市 が主体性を持 って 、整備に向け 

て取り組むこ とが 必要であると して いる。 

これら検討委員会 の協議の経過 につ いては、市民 との 意見交換会 

において報告 がな されており、 その 結果、湊地区 はも とより他地区 

からも、水源 確保 や水質管理の 問題 等を踏まえ、 給水 施設未整備地 

区への対応は 早急 になされるべ きで あるとの考え が改 めて示されて 

いる。 

検討委員会では、 これら市民意 見も 踏まえ、課題 解決 に向けた方 

向性について 合意 形成に努め、 議論 の前提として 「現 時点で市民が 

居住し、かつ 会津 若松市の上水 道給 水区域への参 入が 直ちに望めな 

い湊地区内の 衛生 的飲料水確保 が困 難な集落」を 対象 の集落として 

捉えた上で、 第１ に、対象集落 では 、蛇口をひね れば いつでも安全 

・安心な水が 出る 状態が実現さ れる べきであると し、 第２に、衛生 

的な飲料水供 給は 生活するため の最 低限の社会資 本で あることから 、 

対象集落にお ける 飲料水の確保 につ いては、市が 責任 を持ち主体的 

に取り組むべ きで あるとした。 さら には、第３に 、施 設整備に当た 

っては、利用 者へ の応分の負担 を前 提として、対 象集 落の住民意向 

に寄り添い、 計画 的かつ着実に 市が 課題の解消を 図る べきであると 

し、第４に、 整備 後には、市と 住民 の協働のもと 、互 いの責任を明 

確にし、施設 の適 切な維持管理 に努 めながら、将 来に 向けてさらに 



 

安定的な飲料 水供 給が可能とな るよ う努めること が望 ましい将来像 

である、と課 題解 決に向けた方 向性 について総括 をし ている。 

今般の湊地区水資 源問題に係る 市議 会の対応は、 市民 の声を起点 

としながら、 これ を地域課題と して 捉え、あるべ き姿 について議員 

間討議を活発 に行 うことを通し て、 地域課題に対 する 方向性を議会 

が積極的に示 そう とするもので あり 、最終報告に おけ る検討経過及 

び結果につい ては 、妥当である と考 えるものであ る。 また、地域課 

題の真の解決 に向 けては、議会 の考 えを明らかに し、 湊地区住民を 

はじめとした 市民 に対する説明 責任 を適切に果た して いくことが重 

要であり、そ のた めには、市議 会の 機関意思を表 明す ることが必要 

である。 

 よって、こ こに 、湊地区にお ける 給水施設未整 備地 区の早期解消 

については、 最終 報告における 課題 解決に向けた 方向 性に沿って、 

市が主体的に 取り 組むべきであ る旨 を決議する。 

  平成 25 年 ６月 19 日 

 

              会  津  若  松  市  議  会 


